
生徒心得（校則）の見直し・策定の手順 

徳島県立みなと高等学園 

 

1. 目的 

生徒指導提要の改定に伴い、みなと高等学園としての「生徒指導の在り方」について、検討を行

うとともに、生徒自身がルールメイキングに取り組み、自分たちが目指したい学校を考えること 

 

 

2. 生徒心得見直しのポイント 

① 校則は守らせるものではなく、生徒自身がその意義を理解し、自主的に守れる態度を育てると

いう視点。（自己指導能力の育成） 

② 生徒が健全な学校生活を営むために必要な合理的理由があるかという視点。 

③ みなと高等学園の生徒として、目指す生徒像に向けた生徒指導になっているかどうかという視

点。 

 

 

3. 生徒心得見直し検討の過程 

  生徒 教職員 保護者・関係者 

令
和
４
年 

10月  生徒指導・人権課会にて、 

生徒心得見直しの検討を開始 

 

12月 生徒指導提要改訂版発行（文部科学省） 

令 

和 

５ 

年 

２月 

 

 生徒指導・人権課会にて、 

生徒指導提要に関する研修の

実施 

 

 生徒心得改正原案の検討  

 職員会議に議題として提出  

 生徒心得（令和５年度版）の

作成に着手＊制服・頭髪・所

持品について一部改正 

 

３月 
 職員会議で説明  

入学説明会で新入生に説明   



令 
 

和 
 

５ 
 

年 

４月 

生徒心得（令和５年度版）配布   

新入生オリエンテーション・ 

在校生オリエンテーションで改

定のポイント説明 

  

５月 
  第１回学校運営協議

会で意見聴取(5/29) 

６月 

 制服について一部改正 

生徒心得を考える集会計画の

立案 

 

７月 

第１回生徒心得を考える集会

(7/7) 

  

第２回生徒心得を考える集会

(7/10) 

 PTA 役員会で意見聴

取(7/15) 

８月 
第３回生徒心得を考える集会

(8/1) 

  

９月 

 集会の意見を受けて、生徒心

得（令和５年度版１０月改正）

原案の作成 

第２回学校運営協議

会で経過報告(9/30) 

10月 

 職員会議に議題として提出  

生徒に改正内容を説明(10/12)   

生徒心得（令和５年度版１０月

改正）を配布 

  

 

＜生徒心得を考える集会 実施計画＞ 

① 目的 

 生徒心得を考える集会で、他者の意見を聴く機会を通して、多様な意見があることを知る 

 自分と違う意見を持っている人に対して、受容的に聴く態度を養う 

 自分たちの学校について話し合うことを通して、ルールメイキングの考えを身につける 

 

② 内容 

１ 7 月７日（金） 

５校時 

1. 簡単に生徒心得見直しに関する時代の動き 

2. 今後の見通しの説明とルール 

3. 意見を言う練習、話しを受け止める練習 

・多様な意見があることを前提にする 

4. 月曜日までの宿題 

   あんしん・あんぜんファイルを持って帰る 

   生徒心得を読んでくる 

5. 次回の予告 



２ 7 月 10 日（月） 

１，２校時 

1. チェックインタイム 

2. 意見を言う時、話しを受け止める時のルールの確認 

 ・意見が多いのが「良い」わけではない 

・少数派の意見にも真剣に受け止める 

・途中で意見が変わることも大切 

・人と意見が違うときにお互いにとってちょうど良い妥協点を考え

ること＝合意形成 

3. グループワーク）後輩に伝えたいみなと高等学園の良いところ   

付箋に書いて、グループ化して模造紙に貼っていく 

4. それぞれのグループから出た意見をホワイトボードを見て情報共有しよ

う 

5. 校則を見直してみよう 

   意見＝改正ではないことを確認 

   ミニホワイトボードで一人で考える時間 

→隣の人とシェア 

 全体にとってこんな項目はあった方がいい 

 全体にとってこんな項目はない方が良い 

6. やってみてどうだった？大きなホワイトボードに書き留めてみよう 

 

３ 8 月 1 日(火) 

３校時 

7 月 10 日の意見を受けて、みんなで考えてみたい項目について話し合う 

３つの項目 

 ①昼休みのスマホの使用 

 ②アルバイトの許可 

 ③外出時間の制限 

 

 心得が変わったときに、どんなことが起きると思う？ 

 どうしたらいいだろう？ 

 わたしたち一人一人ができること 

→MetaMoJi に書き込む 

 


